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春
日
市
は
今
年
で
市
制
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
「
春
日
市
の
今
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
」
を
市
民
と
共
に
語
り
合
い
、
そ
れ
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と
次
の
世

代
の
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
手
作
り
に
よ
る
記
念
事
業
と
す
る
た
め
、

ス
タ
ッ
フ
を
公
募
し
、「
市
制
30
周
年
記
念
事
業
市
民
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
こ
の
委
員
会
で
企
画
し
た
事
業
を
、
10
月
以
降
順
次
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
）

実
行
委
員
会
で
は
、
多
く
の
み
な
さ

ん
に
い
ろ
い
ろ
な
記
念
事
業
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
政
の
節
目
と
な

る
意
義
あ
る
事
業
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
30
周
年
記
念
事
業
に
参
加
し
て

く
れ
る
人
や
グ
ル
ー
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
市
の
Ｐ
Ｒ

ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

域
の
自
慢
と
な
る
人
物
、
物
、
場
所
な

ど
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

▽
一
芸
に
秀
で
た
人

▽
地
域
の
た
め
の
市
民
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
・
団
体

▽
祭
り
な
ど
の
地
域
行
事
や
伝
統
行
事

な
ど

申
込
方
法

９
月
13
日
f
ま
で
に
ハ
ガ

キ
か
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
送
る

20
年
後
の
春
日
市
と
自
分
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
保
管
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
か
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

募
集
人
員

３，

０
３
０
人(

申
込
先

着
順)

申
込
方
法

11
月
24
日
a(

必
着)

ま
で

に
専
用
の
応
募
用
紙
を
郵
送
す

る
か
直
接
窓
口
に
持
参
す
る

※

応
募
用
紙
は
市
役
所
ま
た
は
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
11
月
24
日
a
は
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

春
日
市
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
制
作
の

た
め
の
情
報
募
集

20
年
後
の
自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
平
成
の
カ
メ
カ
ン(

甕
棺)

20
年
の
夢
」

参
加
者
と
情
報
を
募
集
し
ま
す
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「
よ
さ
こ
い
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

「
高
知
よ
さ
こ
い
祭
り
」
や
札
幌
の
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」を
モ
デ
ル
に
、

だ
れ
も
が
参
加
し
、
楽
し
め
る
祭
り
と

し
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
日
市
で
も
30
周
年
の
記
念
と
し
て
だ

れ
も
が
見
て
、
参
加
し
て
、
楽
し
め
る

お
祭
り
「
か
す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ

ー
ニ
バ
ル
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
春
日
市
の
30
歳
を
祝
っ

て
、
一
緒
に
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

○
か
す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
隊
隊
員
募

集
春
日
市
独
自
の
「
よ
さ
こ
い
隊
」

を
結
成
し
ま
す
。
秋
空
の
下
、
鳴
子

な

る

こ

を
持
ち
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
乗
っ
て

春
日
公
園
で
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

募
集
人
員

50
人
程
度(

申
込
多
数

の
場
合
抽
選)

※

高
校
生
以
下
の
人
は
保
護
者
の

同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

練
習
日
程

９
月
25
日
d
〜
11
月
20

日
d
の
う
ち
毎
週
日
・
水
曜

日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ア
リ

ー
ナ(

昇
町
３
―
１
２
０)

な

ど

参
加
費

実
費(

鳴
子
代
な
ど)

○
カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
チ
ー
ム
募
集

自
由
な
選
曲
と
、独
自
の
踊
り
で
、

チ
ー
ム
・
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
、
春
日
公

園
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

募
集
団
体

20
人
以
上
の
団
体
を
20

団
体
程
度(

申
込
多
数
の
場

合
抽
選)

※

参
加
決
定
後
、
事
前
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
衣
装
や
音
源

な
ど
の
準
備
は
各
チ
ー
ム
で
お
願

い
し
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

こ
の
お
祭
り
の
運
営
を
一
緒
に
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

事
前
準
備
か
ら
で
き
る
人
、
当
日
の

み
手
伝
え
る
人
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

開
催
日

11
月
23
日
g

場
所

春
日
公
園
芝
生
広
場(

原
町
３

―
１
―
４)

ほ
か

申
込
方
法

９
月
２
日
b
〜
20
日
f
ま

で
に
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
名
前(

団
体
の
場

合
は
代
表
者)

、
住
所
、
電
話

番
号
、
希
望
種
別
を
伝
え
る

「
か
す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

よ

さ

こ

い

カ
ー
ニ

バ
ル
！
」
隊
員
・
参
加
チ
ー
ム
募
集

u
８
月
３
日
、
久
留
米
市
で
行
わ
れ
た

「
よ
さ
こ
い
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」の
様
子

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
制
30

周
年
記
念
事
業
市
民
実
行
委
員

会
事
務
局(

〒
816
―
８
５
０
１

春
日
市
役
所
企
画
課
内)

1(

584)

１
１
１
５

5(

584)

１
１
４
５

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku
@
city.ka

su
ga.fu

ku
o
ka.jp

市民実行委員会
５月に発足した春日市制30周年

市民実行員会では、私たちが暮ら

す地域をよりよくするために、地

域へ、そして次の世代へ発信し、

手渡していかなければならないも

のは何なのかについて、数多くの

の話し合いを重ねてきました。

そして、11月24日aを「30周

年を市民がともに祝う日」と決め、

この日を中心として『動かそう

みんなで　未来　まち　心』をテ

ーマに、多くの記念事業を行うこ

ととしました。皮切りとして10月

１日からホームページを開設しま

す。ご期待ください。

△市民実行委員会のメンバー



橋
上
駅
舎
と
は
、
昨
年
開
通
し
た

「
千
歳

ち

と

せ

大
橋
」
の
横
に
（
隣
接
し
て
）

建
て
ら
れ
る
新
駅
舎
で
す
。

完
成
す
る
と
、
橋
上
の
新
し
い
バ
ス

停
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
「
橋

上
バ
ス
停
連
絡
通
路
」
を
通
っ
て
駅
舎

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
レ
ー
ル
自
体
は
高
架
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
ホ
ー
ム
も
そ
の
ま

ま
で
す
。

駅
周
辺
に
は
、
春
日
市
役
所
や
ク
ロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
、
春
日
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
が
あ
り
ま
す
。

駅
舎
と
こ
れ
ら
の
施
設
、
ま
た
駅
の

西
側
と
東
側
の
両
駅
前
広
場
な
ど
を
機

能
的
に
連
絡
さ
せ
る
の
が
自
由
通
路
で

す
。こ

の
自
由
通
路
と
駅
舎
に
は
、
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
に
も
配
慮
し

て
３
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

線
路
の
下
を
く
ぐ
る
歩
行
者
用
ト
ン

ネ
ル
で
す
。
自
転
車
や
車
い
す
利
用
者

の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
も
作
ら
れ
ま
す
。

踏
切
と
違
い
、
電
車
の
運
行
に
関
係

な
く
い
つ
で
も
通
れ
る
よ
う
に
な
り
、

完
成
と
同
時
に
踏
切
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

千
歳
大
橋
の
上
の
バ
ス
停
と
駅
舎
が

自
由
通
路
で
つ
な
が
る
の
で
、
安
全
か

つ
ス
ム
ー
ズ
に
Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
違
い
、
駅
の
東

西
方
向
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
、
駅
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
利
便

性
が
向
上
し
ま
す
。

な
お
、
自
由
通
路
か
ら
駅
舎
に
入
っ

て
改
札
を
抜
け
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

か
階
段
で
ホ
ー
ム
に
降
り
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

地
上
部
分
の
「
橋
上
駅
舎
」
と
「
自

由
通
路
」、「
橋
上
バ
ス
停
連
絡
通
路
」

は
、
来
年
３
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。

「
地
下
歩
道
」
は
、
少
し
遅
れ
て
平

成
15
年
中
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら

く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

橋
上
駅
舎
と
は

駅
の
利
用
は
こ
う
変
わ
る

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
周
辺
整
備
事
業

4
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自
由
通
路
と
は

地
下
歩
道
と
は

完
成
は
い
つ

△クレーン後方が工事中の橋上バス停



防
災
の
日
、
ト
ピ
ッ
ク
ス

5

好
天
続
き
で
水
が
心
配
さ
れ
る
８

月
１
日
、
西
鉄
春
日
原
駅
前
な
ど
で
、

市
職
員
や
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

職
員
が
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。

８
月
１
日
か
ら
始
ま
る
「
水
の
週

間
」
に
ち
な
み
、
毎
年
、
夏
場
の
水

不
足
に
悩
む
福
岡
都
市
圏
の
市
町
村

が
、
住
民
に
水
資
源
の
状
況
を
訴
え
、

節
水
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
。

こ
の
日
は
、
井
上

い
の
う
え

市
長
ら
が
、
足

早
に
通
り
過
ぎ
る
出
勤
途
中
の
市
民

に
啓
発
物
品
を
手
渡
し
な
が
ら
、
笑

顔
で
節
水
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。△「節水を心がけてください」と井上市長

福
岡
都
市
圏
水
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
０
２

節
水
を
市
民
に
呼
び
か

け
る

u
u
u
u

u
u
u
u
u
u
u
u

u
u
u

u
u
u
u



○
初
心
者
水
泳
教
室

水
の
苦
手
な
18
歳
以
上
の
人
を
水

に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
優
し
く
指
導
し

ま
す
。

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

日
程

10
月
２
日
〜
12
月
18
日(

毎

週
水
曜
日
　
全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ク
ア

18
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
を
行
い
ま
す
。

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

日
程

10
月
３
日
〜
11
月
21
日(

毎

週
木
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

２，

０
０
０
円

○
シ
ル
バ
ー
水
泳
教
室

60
歳
〜
75
歳
の
人
を
対
象
に
健
康

作
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

日
程

10
月
４
日
〜
11
月
22
日(

毎

週
金
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
料

２，

０
０
０
円

○
小
学
生
水
泳
教
室

小
学
生
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

日
程

10
月
４
日
〜
12
月
20
日(

毎

週
金
曜
日
　
全
12
回)

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

参
加
料

３，

０
０
０
円

○
親
子
水
泳
教
室

子
ど
も
と
一
緒
に
水
に
入
り
、
水

に
慣
れ
る
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

４
歳
以
上(

教
室
終
了
時
ま

で
に)

の
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

定
員

15
組
30
人(

申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選)

日
程

11
月
２
日
〜
12
月
21
日(

毎

週
土
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
料

１
組
４，

０
０
０
円

○
ア
ク
ア
デ
イ
教
室

18
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
を
行
い
ま
す
。

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

日
程

11
月
６
日
〜
12
月
25
日(

毎

週
水
曜
日
　
全
８
回)

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

参
加
料

２，

０
０
０
円

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

９
月
１
日
A
〜
15
日
A
午

後
５
時
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
希
望
教
室
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が

な)

、
年
齢(

小
学
生
水
泳
教
室

は
学
年
も
連
絡)

、
性
別
、
電

話
番
号
、
当
プ
ー
ル
教
室
参
加

経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０

5(

585)

１
６
３
４

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い

社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
犯
罪
や
青
少
年

非
行
の
な
い
社
会
を
築
く
た
め
、
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
21
日
G

午
後
１
時
30
分

〜
４
時(

開
場
　
午
後
１
時
〜)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
６
ー
24)

内
容

▽
講
演
会

▽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
ビ
デ
オ
上
映
会

▽
中
学
生
作
文
発
表

▽
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
抽
選
会

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

日
時

９
月
20
日
F

午
後
７
時
〜
９

時(

開
場
　
午
後
６
時
30
分)

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル(

福
岡
市
中
央
区
天
神

１
―
１
―
１)

曲
目

組
曲
「
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
」、

「
日
本
の
四
季
」
ほ
か

※

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
第
４
師

団
広
報
室

1(
591)

１
０
２
０(

内
４
５
７)

お
知
ら
せ
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水
泳
教
室

参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ�

陸
上
自
衛
隊
第
４
音
楽
隊

第
27
回
定
期
演
奏
会

イ
ベ
ン
ト�

2002.  9.  1 市報かすが

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会

青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い

○
第
１
土
曜
日
無
料
開
放

小
中
学
校
の
完
全
週
５
日
制
に
伴

っ
て
、
毎
月
「
第
１
土
曜
日
」
に
、

温
水
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

増
え
た
自
由
時
間
を
、
こ
こ
で
有
意

義
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

高
校
生
以
下
の
人

期
日

９
月
〜
平
成
15
年
３
月
の
第

１
土
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

○
「
家
庭
の
日
」
は
プ
ー
ル
へ
行
こ
う

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。
家
族
全
員
で
、
ふ
れ
あ
い
の

場
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

親
子
ま
た
は
中
学
生
以
下

期
日

９
月
〜
平
成
15
年
４
月
の
第

３
日
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

※

い
ず
れ
も
、
１
人
２
時
間
以
内

の
利
用
に
限
り
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

※

「
３
歳
未
満
は
利
用
で
き
な
い
」

「
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
の
入
水
が
必
要
」「
水
泳
帽
子

を
着
用
す
る
」
な
ど
の
き
ま
り
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

915)

３
５
０
０



「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

に
対
す
る
対
策
や
相
談
窓
口
は
あ
る
が
、

対
応
に
自
信
が
な
か
っ
た
り
形
式
的
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、

無
料
で
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

対
象

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当
者
、

関
心
の
あ
る
人

日
時

９
月
18
日
D

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

天
神
ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ル
Ａ
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
４
―

６
―
７
）

内
容

▽
講
演
「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
」

講
師
　
福
田

ふ

く

だ

和
子

か

ず

こ

さ
ん(

&
21
世
紀

職
業
財
団
福
岡
事
務
所
職
員)

▽
先
進
的
取
り
組
み
事
業
所
の
事
例
発
表

申
込
方
法

９
月
11
日
D
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所

1(

735)

６
１
５
０

９
月
８
日
A
〜
14
日
G
は
救
急
医
療

週
間
で
す
。
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
に
救

急
医
療
や
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
「
救
急
の
日
の
つ

ど
い
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

医
療
救
護
知
識
、
救
急
車
・
救
急
施
設

の
正
し
い
利
用
の
仕
方
な
ど
、
救
急
医

療
に
関
す
る
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
12
日
E

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７
）

内
容

▽
人
工
呼
吸
な
ど
の
応
急
処
置

▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
見

学
▽
救
急
医
療
講
演
会
　
加
久

か

く

信
雄

の

ぶ

お

さ
ん

(

久
留
米
大
学
名
誉
教
授)

▽
救
急
医
療
功
労
者
県
知
事
表
彰

▽
春
日
太
鼓
の
演
奏

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

共
同
募
金
会
春
日
市
支
会
は
、「
子

ど
も
の
頃
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？
〜
子

育
て
で
つ
く
る
　
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
行
い
ま

す
。参

加
は
無
料
で
託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時

９
月
28
日
G

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

(

受
付
　
午
後
１
時
〜)

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク
ロ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル(

原
町
３
―
１

―
７)

講
師

近
藤

こ
ん
ど
う

幸
恵

さ

ち

え

さ
ん(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
代

表)

定
員

３
０
０
人(

当
日
先
着
順)

※

託
児
希
望
の
場
合
は
、
９
月
20
日

F
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
社
会

福
祉
協
議
会
総
務
課

1(

581)

７
２
２
５

天
拝
山

て
ん
ぱ
い
ざ
ん

の
薬
草
を
薬
剤
師
と
一
緒
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

９
月
22
日
A

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場
所

天
拝
公
園(

筑
紫
野
市
武
蔵

む

さ

し

６

２
９
―
１)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

９
月
３
日
C
〜
13
日
F
に

薬
草
観
察
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
張

ら
れ
て
い
る
薬
局
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
薬
剤
師
会

1(
571)
８
１
１
６
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

５月1９日(旧暦４月８日)
の釈迦

し ゃ か

誕生日にソウルの曹
渓寺に参詣しました。この
寺は韓国仏教の最大宗派曹
渓宗の総本山で、金堂には
釈迦牟尼仏
し ゃ か む に ぶ つ

が奉安されてい
ます。この日は全国１万１
千余の寺院ですべての宗派
がお釈迦様の誕生を祝うの
だそうです。
昼間の特別法会には韓国

内の要人、信者、民族衣装
を着込んだ人々、観光客で
広い境内は立錐

りっすい

の余地※もあ
りませんでした。
残念ながら釈迦の誕生を

祝う｢提灯
ちょうちん

行列｣は見物でき
ませんでしたが、ワールド
カップにちなみ直径30㎝の
サッカーボール型提灯千個
が寺の通路にアーケード状
に飾ってありました。夜は
それらに明かりがともり、
ほかの無数の提灯の光と相
まって、まさに七色の光を
放つ｢提灯の海｣のようで、
多数の信者や観光客を魅了
していました。
一方、境内の一角にある

文化教育館では「蓮
はす

展」が
開かれていて、多種多様な
作品を鑑賞することができ
ました。また、鐘楼にはい
ずれも特大の法版、雲版、
カラフルな木製の魚の形を
した名実ともに「木魚」が
置かれていました。

※　錐
きり

を立てるすき間もないの意

ソウル・曹渓
そうけい

寺のＷ杯ちょうちん
Ｔペンネーム

講
　
演�

共
同
募
金
運
動
推
進
大
会
講
演
会

講
　
座�

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

5(

712)

０
４
９
７

子
ど
も
た
ち
に
科
学
や
も
の
づ
く
り

に
対
す
る
興
味
と
関
心
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
、
大
学
施
設
を
開
放
し
て
行
う

講
座
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
12
日
G
・
13
日
A

午
後
１
時
〜
５
時

※
　
両
日
と
も
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場

九
州
芸
術
工
科
大
学
３
号
館
・

音
響
特
殊
棟
無
響
室(

福
岡
市

南
区
塩
原

し
お
ば
る

４
―
９
―
１)

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

９
月
２
日
B
〜
20
日
F
ま

で
に
、
電
話
か
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
学
総
務

課(

〒
815
―
８
５
４
０
福
岡
市

南
区
塩
原
４
―
９
―
１)

1(

553)

９
４
６
２

5(

553)

４
５
９
３

救
急
の
日
の
つ
ど
い

筑
紫
薬
剤
師
会

薬
草
観
察
会

事
業
所
対
象

セ
ク
ハ
ラ
研
修
会

「
音
の
学
校:

音
っ
て
何
？
」

九
州
芸
術
工
科
大
学
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樹
木
の
整
枝
、
せ
ん
定
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

９
月
25
日
D

午
後
１
時
〜
３
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７)

定
員

60
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

９
月
15
日
A(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
開
催
日
、
会

場
名
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

&
福
岡
県
緑

化
セ
ン
タ
ー
（
〒
839
―
１
２
１

３
浮
羽
郡
田
主
丸

た
ぬ
し
ま
る

町
益
生
田

ま

す

お

だ

１

１
２
５
）

1
０
９
４
３
７(

２)

１
１
９
３

建
築
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
で
き
る

住
宅
改
修
な
ど
に
あ
た
る
の
が
福
祉
住

環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
こ
の
資
格

取
得
の
た
め
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時

９
月
28
日
G
・
29
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

会
場

筑
紫
野
市
商
工
会
館(

筑
紫
野

市
上
古
賀
２
６
７
―
３)

定
員

50
人(
申
込
先
着
順)

受
講
料(

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む)

▽
一
般
　
３
万，

９
９
０
円

▽
会
員
　
２
万
５，

９
９
０
円

※

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

９
月
15
日
A
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ

春
日
市
商
工
会

1(

581)

１
４
０
７

5(

575)

０
７
０
２

小
・
中
学
生
の
保
護
者
が
子
育
て
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る「
家
庭
教
育
学
級
」

の
公
開
講
座
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
分
は
正
し

い
？
」。
対
立
の
な
い
心
豊
か
な
「
な

か
よ
し
社
会
」
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児(

生
後
５
か

月
〜
・
一
人
５
０
０
円)

も
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
11
日
D

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

日
の
出
小
学
校
２
階
音
楽
室

(

日
の
出
町
３
―
１
―
10)

講
師

長
阿
彌

ち
ょ
う
あ
み

幹
生

み

き

お

さ
ん(

教
育
文
化

研
究
所
代
表)

申
込
方
法

９
月
６
日
F
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

5(

593)

７
３
８
０

デ
ザ
イ
ン
や
著
作
権
に
つ
い
て
の
市

民
向
け
講
座
で
す
。

参
加
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

○
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
デ
ザ
イ

ン
ー
芸
術
工
学
の
過
去
と
未
来

日
程

10
月
10
日
〜
12
月
12
日
の
毎

週
木
曜
日(

全
10
回)

定
員

40
人(

高
校
生
以
上)

申
込
期
限

９
月
20
日
F(

必
着)

○
環
境
心
理
学
入
門

日
程

９
月
27
日
〜
10
月
25
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
５
回)

定
員

20
人

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

９
月
13
日
F(

必
着)

○
市
民
の
た
め
の
著
作
権
入
門

日
程

10
月
２
日
〜
10
月
30
日
の
毎

週
水
曜
日(

全
５
回)

定
員

30
人

申
込
期
限

９
月
13
日
F(

必
着)

※

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
す
。

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

九
州
芸
術
工
科
大
学(

福
岡
市

南
区
塩
原

し
お
ば
る

４
―
９
―
１)

申
込
方
法

各
申
込
期
限
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
職
業(

学

年)

、
希
望
す
る
講
座
名
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

九
州
芸
術
工

科
大
学
教
務
課
総
務
係(

〒
815

―
８
５
４
０
福
岡
市
塩
原
４
―

９
―
１)

1(
553)

４
４
１
９

痴
ほ
う
な
ど
の
お
年
寄
り
を
か
か
え

る
家
族
が
そ
の
悩
み
や
不
安
を
解
消

し
、
楽
し
く
介
護
で
き
る
よ
う
互
い
に

支
え
合
う
会
で
す
。

今
回
は
、
成
人
病
食
や
老
人
食
の
調

理
実
習
で
す
。

日
時

９
月
19
日
E

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

講
師

田
中

た

な

か

智
子

と

も

こ(

市
管
理
栄
養
士)

定
員

25
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

３
０
０
円(

材
料
費)

申
込
方
法

９
月
17
日
C
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
痴
呆

等
高
齢
者
を
か
か
え
る
家
族
の

会
・
ひ
だ
ま
り
の
会
　
中
嶋

な
か
し
ま

1(

581)

１
３
７
８

伍
藤

ご
と
う

豪た
け
し

ち
ゃ
ん
（
平
田
台
）

平
成
13
年
９
月
16
日
生

権
藤

ご
ん
ど
う

凜
音

り
ん
ね

ち
ゃ
ん
（
小
倉
）

平
成
12
年
９
月
22
日
生

河
野

か
わ
の

浩
人

ひ
ろ
と

ち
ゃ
ん
（
ち
く
し
台
）

平
成
13
年
９
月
16
日
生

上
野

う
え
の

ひ
か
り
ち
ゃ
ん（
春
日
原
南
町
）

平
成
13
年
９
月
３
日
生

成
松

な
り
ま
つ

龍
之
介

り
ゅ
う
の
す
け

ち
ゃ
ん（
下
白
水
北
）

平
成
13
年
９
月
９
日
生

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級

試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

2002.  9.  1 市報かすが

緑
化
講
習
会

参
加
者
募
集

家
庭
教
育
学
級

夜
間
公
開
講
座
参
加
者
募
集

九
州
芸
術
工
科
大
学
公
開
講
座

ひ
だ
ま
り
の
会
定
例
会

成
人
病
食
・
老
人
食
料
理
教
室

介
　
護�



お
知
ら
せ

9

11
月
23
日
G
、
24
日
A
に
開
催
さ
れ

る
あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
で
、
会
場
準
備

や
会
場
案
内
、
手
話
通
訳
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

事
前
説
明
会

11
月
13
日
D

午
後
１

時
30
分
〜

申
込
方
法

９
月
29
日
A(

必
着)

ま
で

に
、
あ
す
ば
る
カ
ウ
ン
タ
ー
に

あ
る
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
か
直
接
窓
口

に
持
参
す
る

※

手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込

締
切
は
９
月
10
日
C(

必
着)

で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
事
業

課(

〒
816
―
０
８
０
４
原
町
３

―
１
―
７)

1(

584)

１
２
６
１

5(

584)

１
２
６
２

県
営
住
宅
の
空
家
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
期
間

９
月
２
日
B
〜
９
月
10
日

C

募
集
す
る
住
宅

空
き
家
の
あ
る
県
内

の
新
築
ま
た
は
既
存
県
営
住
宅

※

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申
込

期
間
中
、
市
厚
生
課
と
西
出
張
所
に

置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1(

713)

１
６
８
３

春
日
市
生
活
環
境
組
合
連
合
会
に
よ

る
秋
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
は
、
家
庭
の

遊
休
品
を
有
効
活
用
し
、
ゴ
ミ
に
な
る

も
の
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

皆
さ
ん
も
、友
達
や
家
族
と
一
緒
に
、

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
食
品
や
手
作
り
の
も
の
、
仕

入
れ
た
品
物
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
27
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

市
役
所
駐
車
場(

原
町
３
ー
１

ー
５)

対
象

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人

※

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
対
象
と
な

る
人
が
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

な
お
、業
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

１
３
５
組

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
参
加

の
人
を
優
先
し
て
、
抽
選
し
ま
す
。

な
お
、
抽
選
結
果
は
、
郵
送
で
10

月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

参
加
費

１
区
画
　
５
０
０
円

申
込
方
法

９
月
13
日
F(

必
着)

ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

郵
便
番
号
、
住
所(

マ
ン
シ
ョ

ン
名
も)

、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

〒
816
ー
８
５
０
１
「
春
日
市

役
所
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」
係)

5(

584)

１
１
４
７

保
健
師
、
栄
養
士
、
保
育
士
に
よ
る

育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
な
ど
の
計
測

も
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
17
日
C

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぽ
れ
ぽ

れ(

春
日
１
―
38)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、
専
門
の
健
康
運

動
指
導
士
が
正
し
い
運
動
方
法
を
指
導

し
ま
す
。

日
時(

い
ず
れ
も
１
時
間)

▽
９
月
２
日
B

午
前
10
時
〜
、
11
時

〜
、
正
午
〜

▽
９
月
18
日
D

午
後
１
時
〜
、
２
時

〜
、
３
時
〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室(

昇
町
１
―
１
２
０)

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定(

自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16
分
間
こ
ぐ)

▽
健
康
度
の
評
価

※

事
前(

３
か
月
以
内)

に
市
で
行
う

基
本
健
康
診
査
又
は
同
程
度
の
内
容

の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

料
金

２，

１
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(
501)

１
１
３
４

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

出
店
し
ま
せ
ん
か

秋
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

健
康
度
測
定

さ
あ
健
康
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集

９
月
は
１
年
間
で
最
も
多
く
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
出
さ
れ
る
月
で
す
。
正

し
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

確
認
し
よ
う

▽
１
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な
い
ボ
ト

ル
は
燃
え
る
ゴ
ミ
へ

▽
工
作
な
ど
で
切
っ
た
り
色
を
塗
っ

た
り
し
た
も
の
は
燃
え
る
ゴ
ミ
へ

▽
中
に
油
な
ど
別
の
物
を
入
れ
た
場

合
は
燃
え
る
ゴ
ミ
へ（

環
境
対
策
課
）

健
康
・
保
健�

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

募
　
集�

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

環
　
境�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

〈11〉�〈11〉�〈11〉�



献
血
は
、
手
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

献
血
し
た
人
で
希
望
す
る
人
に
は
、

血
液
検
査
を
行
い
、
本
人
に
直
接
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
献
血
す

る
こ
と
で
、
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま

す
。

日
時

９
月
６
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
30
分
の
間

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
９
月
６
日
F

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

医
療
―
ゲ
ノ
ム
が
や
っ
て
き
た
ー
」

河
野

か

わ

の

輝
昭

て
る
あ
き

さ
ん(

院
長)

▽
９
月
13
日
F

「
安
心
し
て
心
臓
の

検
査
を
受
け
る
た
め
に
」

後
藤

ご

と

う

正
子

ま

さ

こ

さ
ん(

看
護
師
長)

▽
９
月
20
日
F

「
頭
痛
に
つ
い
て
」

川
口

か
わ
ぐ
ち

務
つ
と
む

さ
ん(
脳
外
科
部
長)

▽
９
月
27
日
F

「
外
食
と
の
上
手
な

付
き
合
い
方
に
つ
い
て
」

中
武

な
か
た
け

さ
や
か
さ
ん(

管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂(

須
玖
北
４
―
５)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

９
月
18
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
病
気

を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
あ
な
た
に
あ

っ
た
健
康
づ
く
り
の
方
法
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

▽
今
ま
で
に
、
中
性
脂
肪
値
が
高
値
傾

向
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

▽
肥
満
傾
向
に
あ
る
人

日
程
・
内
容

▽
10
月
１
日
C

講
義
「
肥
満
と
生
活

習
慣
病
」

▽
10
月
15
日
C

血
液
検
査
・
健
康
チ

ェ
ッ
ク(

体
脂
肪
・
血
圧
測
定)

・
個

別
指
導

▽
10
月
29
日
C

運
動
講
義
「
脂
肪
を

燃
や
す
た
め
の
運
動
の
基
礎
知

識
」
・
運
動
実
技(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ)

▽
11
月
12
日
C

講
義
「
肥
満
予
防
・

中
性
脂
肪
を
改
善
す
る
た
め
の
食

事
」

▽
11
月
26
日
C

運
動
実
技(

リ
ズ
ム

体
操)

▽
12
月
10
日
C

調
理
実
習
「
肥
満
予

防
・
中
性
脂
肪
を
改
善
す
る
た
め
の

食
事
」

▽
１
月
中
　
個
別
指
導

▽
３
月
４
日
C

血
液
検
査
・
健
康
チ

ェ
ッ
ク(

体
脂
肪
・
血
圧
測
定)

・
個

別
指
導

※

運
動
実
技
が
あ
る
日
は
、
動
き
や

す
い
服
装
と
上
ば
き
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
〜
正
午(

調
理
実
習

は
午
後
１
時
ま
で)

※

10
月
１
日
C
の
み
午
後
１
時
〜
３

時
と
な
り
ま
す
。

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

受
講
料

５
０
０
円(

調
理
実
習
費)

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選)

申
込
方
法

９
月
13
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

お
知
ら
せ

10
楢
崎

な
ら
ざ
き

陽
香

は
る
か

ち
ゃ
ん
（
千
歳
町
）

平
成
13
年
９
月
28
日
生

太
田

お
お
た

菜
月

な
つ
き

ち
ゃ
ん（
一
の
谷
）

平
成
11
年
９
月
16
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、１０月１日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

入
江

い
り
え

椎
菜

し
い
な

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
13
年
９
月
３
日
生

み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
国
民
年
金
の

加
入
期
間
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
老
後
の
こ
と
な
ん
て
、
ま
だ
早
い
」

「
年
金
は
難
し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
自
分
の
た
め

の
年
金
で
す
。

今
年
も
、
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

職
員
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
し
っ
か
り
調
べ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

※

未
納
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
26
日
E
・
27
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
　
年
金
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
年
金
担

当

子
育
て
教
室

手
作
り
お
も
ち
ゃ

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

2002.  9.  1 市報かすが

浅
見

あ
さ
み

雪
乃

ゆ
き
の

ち
ゃ
ん
（
春
日
原
南
町
）

平
成
13
年
９
月
22
日
生

体
の
中
か
ら
脂
肪
を
追
い
出

す
た
め
の
教
室
生
募
集

南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

相
　
談�

健
康
教
室



家
出
し
た
ま
ま
生
存
が
わ
か
ら
な
い
、

自
殺
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
、
事
故

に
あ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
な
ど
、

行
方
不
明
の
家
族
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
間

９
月
５
日
E
〜
11
日
D

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

福
岡
県
警
本
部(

福
岡
市
博
多

区
東
公
園
７
―
７)

持
っ
て
く
る
も
の

行
方
不
明
者
を
捜

す
手
が
か
り
に
な
る
写
真
や
戸

籍
謄
本
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
鑑
識
課

1(

641)

４
１
４
１

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
15
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
で
、

身
体
面
・
知
的
面
・
情
緒
面
な
ど
で
不

安
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
程

９
月
９
日
B
〜
11
日
D

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

市
役
所
４
階
学
校
教
育
課

申
込
方
法

９
月
５
日
E
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校
教

育
担
当

「
児
童
相
談
所
」、「
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
」、「
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

24
」、「
親
・
お
や
電
話
」、「
少
年
ア
シ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
合
同
で
青
少
年
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
り
ま

す
。面
接
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時

９
月
９
日
B
〜
11
日
D

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

県
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡
市
博

多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

13
―
50
）

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み

の
相
談
に
、
民
事
暴
力
担
当
弁
護
士
が

応
じ
ま
す
。

暴
力
団
な
ど
か
ら
不
当
な
要
求
や
嫌

が
ら
せ
を
受
け
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
、
面
接
の
い

ず
れ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

相
談
日

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

相
談
電
話

(

651)

８
９
３
８

相
談
会
場

県
吉
塚
合
同
庁
舎
５
階（
福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

13
―
50
）

下
白
水
南
１
―
１
に
あ
る
、
大
規
模

小
売
店
舗
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

店
舗
面
積
１
万
１，

３
８
９
㎡
）
が
営

業
時
間
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

周
辺
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
大
規
模

小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
き
、
生
活
環

境
保
持
の
た
め
に
意
見
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
変
更
の
概
要
が
わ
か
る
資
料

を
市
役
所
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

意
見
提
出

所
定
の
様
式
で
、
11
月
18

日
B(

必
着)

ま
で
に
県
福
岡
商

工
事
務
所
に
提
出
す
る

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
福
岡
商
工
事
務
所(

〒
812
―
０
０

４
６
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
９
―

15
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
５
階)

1(

622)

１
０
４
０

▽
県
商
業
・
地
域
経
済
課

1(

651)

１
１
１
１

▽
市
地
域
づ
く
り
課

知
的
障
害
者
育
成
会
で
は
、
毎
月
第

４
木
曜
日
、
ぱ
れ
っ
と
館
前
駐
車
場
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
ま
だ
使
え
る

中
古
品
が
あ
れ
ば
、
物
品
提
供
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
売
上
金
は
、
活

動
資
金
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

遠
方
の
場
合
や
、
大
き
な
物
は
引

き
取
り
に
伺
い
ま
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
知
的

障
害
者
育
成
会
事
務
所(

昇
町

３
―
１
５
０)

1(

593)

７
６
０
７

春
日
市
役
所
は
、
本
庁
舎(

原
町
３

―
１
―
５)

内
で
の
喫
煙
場
所
を
限
定

す
る
「
分
煙
方
式
」
を
８
月
１
日
か
ら

導
入
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
内
で
の
喫
煙
は
、
専
用
の
集
煙

機
器
を
設
置
し
て
い
る
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
財
政
課
）

お
知
ら
せ

行
方
不
明
者
を
探
す
相
談
所

親
と
子
の
な
や
み
電
話
相
談

1
６
３
２
―
７
８
６
７

11

先方への電話は９月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●マタニティパジャマ3枚u

夏用u授乳口付u２千円●
マタニティウェアu夏用ワ
ンピース３枚uジャンパー
スカート１枚u２千円●三
輪車uウルトラマンu５百
円●雑誌uたまごクラブ・
マタニティ10冊u無料でu

田中
た な か

1090(9491)6466
●子ども服u女児用u50cm
～110㎝u1枚百円～●搾
乳・哺乳器uカネソンu３
百円●哺乳ビンケース●ミ
ルカー●乳頭保護器uいず
れも百円●哺乳瓶u50円u

臼井
う す い

1(502)0671

【ゆずってください】
●碁盤と碁石●将棋盤とこ
まuいずれも無料でu子育
てネットワーク春日1(572)
8740
●春日幼稚園制服、体操服
u夏用、冬用u女児用uM
サイズuいずれも無料でu

小西
こ に し

1(596)9229

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

就
学
相
談
に
応
じ
ま
す

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

そ
の
他�

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
き

意
見
の
提
出
が
で
き
ま
す

知
的
障
害
者
育
成
会

物
品
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
庁
舎
内
の
分
煙

ご
協
力
く
だ
さ
い

&
暴
力
追
放
県
民
会
議

民
暴
特
別
相
談



す
。

対
象

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
同
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人

日
程
・
場
所

▽
10
月
１
日
C

春
日
原
小
学
校

▽
10
月
３
日
E

春
日
南
小
学
校

▽
10
月
８
日
C

春
日
西
小
学
校

▽
10
月
16
日
D

春
日
東
小
学
校

▽
10
月
17
日
E

春
日
野
小
学
校

▽
10
月
22
日
C

春
日
小
学
校

▽
10
月
29
日
C

須
玖
小
学
校

▽
11
月
１
日
F

大
谷
小
学
校

▽
11
月
６
日
D

天
神
山
小
学
校

▽
11
月
７
日
E

春
日
北
小
学
校

▽
11
月
12
日
C

日
の
出
小
学
校

※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15

分

2002.  9.  1 市報かすが
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お
知
ら
せ

９
月
１
日
か
ら
、
県
福
岡
福
祉
事
務

所(

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１
―
17

―
１)

が
筑
紫
総
合
庁
舎
に
移
り
、
県

筑
紫
保
健
所
と
一
緒
に
な
っ
て
「
県
筑

紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
」
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
県
福
岡
福
祉
事
務
所
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
人
は
新
し

い
事
務
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
の
福
祉
事
務
所
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

県
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

場
所

大
野
城
市
白
木
原
３
―
５
―
25

(

筑
紫
総
合
庁
舎
内)

1(

513)

５
５
８
１

高
齢
者
祝
金
は
、
高
齢
者
が
こ
れ
ま

で
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
功
績
に
対
し
、

敬
愛
の
念
を
込
め
て
昨
年
度
ま
で
は
75

歳
以
上
の
人
に
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、高
齢
者
の
数
が
年
々
増
え
、

財
政
負
担
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
対
象
者
の

年
齢
を
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
き
、

平
成
18
年
度
か
ら
は
80
歳
以
上
の
人
と

77
歳(

喜
寿)

の
人
を
支
給
対
象
と
し
ま

す
。
本
年
度
は
76
歳
以
上
の
人
が
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
に
記
念

品
を
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

度
以
降
は
新
た
に
１
０
０
歳
に
な
る
人

の
み
を
対
象
と
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

高
齢
障
害
課)

乳
幼
児
の
安
全
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
利
用
促
進
の
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
期
間

10
月
１
日
C
〜
３
月
20
日

E

対
象

自
動
車
運
転
免
許
証
の
住
所
が

春
日
市
、
大
野
城
市
、
太
宰
府

市
、
筑
紫
野
市
、
那
珂
川
町
の

人

※

交
通
安
全
協
会
会
員
を
優
先
し
ま

す
。
ま
た
、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

受
付
日
時

９
月
９
日
B

〜
20
日
F

(

平
日
の
み)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

持
っ
て
く
る
も
の

▽
自
動
車
運
転
免
許
証

▽
印
か
ん

▽
交
通
安
全
協
会
会
員
証
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

申
込
方
法

協
会
窓
口
で
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会(

筑
紫
野
市
二
日
市
南

４
―
８
―
33)

1(

924)

０
０
６
６

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
春
日
あ
じ
さ

い
の
会
」
は
、
「
市
報
か
す
が
」
と

「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
を
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で「
声
の
広
報
」

を
作
成
し
、
目
の
不
自
由
な
人
に
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
声
の
広
報
」
の
配
布
を
希
望

す
る
人
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
者
の
就
業
機
会
拡
大
の
た
め
、

企
業
と
障
害
者
の
面
談
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

９
月
18
日
D

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ホ
テ
ル
日
航
福
岡(

福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
２
―
18
―
25)

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南1(

513)

８
６
０
９

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
15
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
記
載
し

た
通
知
ハ
ガ
キ
を
９
月
中
旬
に
送
り
ま

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

受
付
場
所

各
小
学
校
の
体
育
館
ま
た

は
多
目
的
ホ
ー
ル

検
診
内
容

内
科
・
歯
科
・
視
力
・
聴

力
・
適
正
検
査

持
っ
て
く
る
物

ス
リ
ッ
パ
、
靴
を
入

れ
る
袋
、
通
知
ハ
ガ
キ

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校
教

育
担
当

声
の
広
報

目
の
不
自
由
な
人
に
お
届
け
し
ま
す

９
月
１
日
か
ら
新
体
制

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

筑
紫
交
通
安
全
協
会

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
無
料
レ
ン
タ
ル

高
齢
者
祝
金
・
記
念
品

支
給
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

就
学
時
健
康
診
断



お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

白
水

し
ろ
う
ず

の
名
が
最
初
に
記
録
さ
れ
た
の

は
建
久

け
ん
き
ゅ
う

３
年(

１
１
９
２
年)

で
す
。
こ

れ
は
後
白
河
法
皇

ご
し
ら
か
わ
ほ
う
お
う

が
没
し
、
源
頼
朝

み
な
も
と
の
よ
り
と
も
が

征
夷
大
将
軍

せ
い
い
た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

に
な
っ
た
年
に
あ
た
り
ま

す
。
石
清
水
八
幡
宮

い
わ
し
み
ず
は
ち
ま
ん
ぐ
う(

京
都
府
八
幡

や

わ

た

市)

の
検
校

け
ん
ぎ
ょ
う(

一
山
一
寺
の
長
吏

ち
ょ
う
り(

長
官
の
意))

で
あ
る
成
清

じ
ょ
う
せ
い

が
、
女
子
紀
氏

き

の

し

と
書
か
れ

た
娘(

鶴
姫

つ
る
ひ
め)

に
筑
前

ち
く
ぜ
ん

宇
美
宮

う

み

ぐ

う

関
係
の
６

個
の
荘
園
を
譲
る
文
書
の
中
に
「
白
水

荘
」
と
し
て
そ
の
名
が
登
場
し
ま
す
。

当
時
、
男
だ
け
で
な
く
女
も
財
産
を
分

与
さ
れ
領
主
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
成
清
の
娘
は
12
人
い
ま
す
が
、
鶴

姫
を
含
め
３
人
の
娘
が
荘
園
を
所
有
し

て
い
ま
し
た
。

領
地
を
譲
る
た
め
の
文
書
を
「
譲
り

状
」
と
い
い
ま
す
。
現
在
で
い
え
ば
、

権
利
証
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
譲
り
状

に
は
そ
れ
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
成
清
の
譲
り
状

に
も
多
く
の
文
書
が
添
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
に
「
本
領
主
紀
太
子
譲

状
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
成
清
は
宇
美
６
荘
を
紀
太
子
か

ら
譲
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
成
清
の
前
の
領
主
も
女
性
だ
っ

た
の
で
す
。

紀
太
子
は
ほ
か
の
文
書
か
ら
、
石
清

水
八
幡
宮
別
当

べ
っ
と
う(

長
官)

厳
清

げ
ん
せ
い

の
妻
で
、

厳
清
の
死
後
宇
美
宮
関
係
の
荘
園
を
相

続
し
ま
し
た
。
夫
厳
清
に
二
人
の
男
の

子
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
領
地
を
成

清
に
譲
っ
て
い
ま
す
。
太
子
は
相
続
し

た
荘
園
の
処
分
権
を
持
つ
実
質
的
領
主

で
し
た
。

太
子
は
成
清
の
姉
に
あ
た
り
ま
す
が
、

太
子
が
も
う
一
人
の
弟
に
も
譲
り
状
を

渡
し
た
た
め
、
領
有
争
い
が
発
生
し
ま

し
た
。

太
子
と
成
清
の
父
は
厳
清
の
兄
で
す
。

つ
ま
り
、
厳
清
と
太
子
は
叔
父
と
姪
の

関
係
で
す
。
こ
れ
は
一
族
で
所
有
し
て

い
た
権
益
を
守
る
た
め
で
あ
り
、
石
清

水
の
祠
官

し

か

ん

は
同
族
婚
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。

「
紀
太
子
」
は
個
人
名
の
よ
う
で
す

が
、
実
際
の
名
は
不
明
で
す
。
紀
太
子

と
は
「
紀
氏(

古
代
豪
族
紀
氏
の
末
え

い)

の
太
子
」
つ
ま
り
紀
氏
の
長
女
と

い
う
意
味
で
す
。
男
で
い
え
ば
「
太
郎
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

当
時
女
性
の
名
は
、
系
図
に
お
い
て

「
女
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
個

人
名
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
成
清
に

は
12
人
の
娘
が
い
ま
す
。
当
時
と
し
て

は
珍
し
く
伊
王
姫
、
鶴
姫
、
黒
姫
、
亀

姫
な
ど
個
人
の
名
ら
し
い
も
の
が
系
図

に
残
っ
て
い
ま
す
。

宇
美
６
荘
を
譲
ら
れ
た
女
子
紀
氏
と

い
う
の
は
鶴
姫
で
す
。
成
清
の
譲
り
状

に
よ
る
と
白
水
荘
は
紀
太
子
〜
成
清
〜

鶴
姫
と
領
主
が
代
わ
り
、
そ
の
う
ち
２

人
が
女
性
で
し
た
。
こ
の
時
代
の
女
性

は
比
較
的
地
位
が
高
く
、
天
皇
家
で
は

鳥
羽
上
皇

と
ば
じ
ょ
う
こ
う

と
寵
姫
美
福
門
院

ち
ょ
う
き
み
ふ
く
も
ん
い
ん

の
女
子
八は

ち

条
院

じ
ょ
う
い
ん

に
譲
ら
れ
た
八
条
院
領
の
大
荘
園

群
が
あ
り
ま
す
。
百
姓
の
場
合
も
夫
と

妻
が
そ
れ
ぞ
れ
土
地
財
産
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
に
処
分
も
で
き
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
鎌
倉
幕
府
で
も
北
条
政
子

ほ
う
じ
ょ
う
ま
さ
こ

の
発

言
権
は
強
く
、
頼
朝
の
死
後
権
力
を
握

っ
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。

白
水
に
関
す
る
最
古
の
記
録
に
登
場

す
る
２
人
の
女
性
が
、
な
ぜ
領
主
と
し

て
登
場
す
る
か
は
以
上
の
よ
う
な
時
代

背
景
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
人

は
こ
の
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
中
央
の
領

主
と
し
て
「
白
水
」
の
名
は
知
っ
て
い

て
も
、
恐
ら
く
一
生
こ
の
地
に
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

消
費
生
活
注
意
報

紀
太
子

き
の
お
お
い
こ

と
鶴
姫

つ
る
ひ
め

春
日
最
古
の
記
録
に
登
場
す
る
２

人
の
女
性

284

最
近
、
資
格
講
座
の
勧
誘
や
不
当

な
契
約
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
窓
口
で
よ
く
あ

る
相
談
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

(

相
談
１)

行
政
書
士
講
座
を
契
約
し
た
が
、

資
格
は
取
れ
て
い
な
い
ま
ま
。
解
約

し
た
い
旨
を
伝
え
る
と
、「
資
格
を

取
る
ま
で
が
契
約
。
や
め
た
い
な
ら

こ
れ
ま
で
の
経
費
を
払
え
」
と
説
得

さ
れ
た
。

（
助
言
）

講
座
を
終
了
す
る
に
も
料
金
が
か

か
る
と
偽
っ
て
、
新
た
な
契
約
を
勧

誘
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

定
商
取
引
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中(

電
話
勧

誘
販
売
の
場
合
は
８
日
間)

で
あ
れ

ば
、
簡
易
書
留
で
文
書
を
送
付
す
れ

ば
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

(

相
談
２)

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
資
格
講
座
の
勧

誘
電
話
が
し
つ
こ
く
て
困
っ
て
い

る
。

（
助
言
）

一
度
断
っ
た
人
へ
の
再
度
の
勧
誘

は
法
律(

特
定
商
取
引
法)

で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
話
を
長
く
聞
か
ず
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
際

は
、
次
の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春
日
市
消
費
生
活
相
談

日
時

毎
週
月
・
木
曜
日(
祝
日
の

場
合
は
翌
日)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

※

電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

(

地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当)
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マ
マ
の
”ほ
っ
“
と
タ
イ
ム

毎
日
の
子
育
て
に
忙
し
い
お
母
さ
ん
、
と
き

に
は
ほ
っ
と
一
息
し
ま
せ
ん
か
。

今
月
は
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
し
ま
す
。
こ

れ
は
欧
米
生
ま
れ
の
工
芸
で
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
で
き
る
手
芸
と
し
て
大
人
気
で
す
。
身
近
な

素
材
を
カ
ン
バ
ス
に
、
色
と
り
ど
り
の
ア
ク
リ

ル
絵
の
具
で
、
あ
な
た
の
個
性
を
鮮
や
か
に
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
託
児
も
行
い
ま
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
自
分
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
す
て
き
な
”
ほ
っ
“
と

タ
イ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
８

月
５
日
か
ら
稼
動
し
た
。
個
人
情
報
保

護
が
不
十
分
と
の
報
道
も
多
い
中
で
の

稼
動
で
あ
る
▼
福
島
県
矢
祭

や
ま
つ
り

町
は
同
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
を
拒
否
。
情
報

が
外
部
に
漏
れ
る
危
険
性
が
あ
る
の
が

そ
の
理
由
。
総
務
省
は
法
令
違
反
と
言

う
が
、
個
人
情
報
を
守
る
責
任
も
地
方

自
治
体
に
は
あ
る
。
地
方
分
権
の
時
代

に
、
こ
の
問
題
を
ど
う
受
け
止
め
た
ら

よ
い
の
か
▼
こ
の
動
き
は
、
６
市
区
町

(

８
月
５
日
現
在)

に
広
が
っ
た
。
横
浜

市
の
動
き
は
、な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
。

接
続
す
る
か
否
か
の
判
断
は
個
人
で
行

う
と
い
う
も
の
。
私
は
、
こ
れ
も
自
己

責
任
の
考
え
に
則
っ
た
一
つ
の
見
識
だ

と
思
う
▼
Ｉ
Ｔ
化
の
動
き
は
止
め
よ
う

が
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
社
会
に

根
付
い
て
い
る
し
、
多
く
の
人
が
恩
恵

を
得
て
い
る
。
い
ま
さ
ら
後
戻
り
は
で

き
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
か
ど
う
か
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な
い
人

が
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

個
人
で
決
め
る
こ
と
▼
そ
も
そ
も
住
民

基
本
台
帳
は
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
だ

れ
で
も
閲
覧
請
求
で
き
公
開
が
原
則
。

こ
れ
ま
で
も
悪
用
さ
れ
る
な
ど
の
問
題

は
あ
っ
た
が
、
公
開
さ
れ
て
き
た
。
今

回
の
動
き
は
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
さ
れ
る
だ
け
の
事
と
も
言
え
る
の
だ

が
▼
あ
な
た
は
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問１　②コミュニティバス
問２　②児童扶養手当
問３　①奴国の丘歴史資料館
問４　③博多のびのび
問５　①出前トーク｢市長と語る｣
（応募総数　54通）

市役所本庁舎で限定しているのは？
①飲酒
②飲食
③喫煙

来年3月に完成予定のＪＲ春日駅は？
①橋上駅舎
②水上駅舎
③陸上駅舎

｢春日あじさいの会｣が作成しているのは？
①耳の広報
②音の広報
③声の広報

すくすく育児相談が行われる場所は？
①子育てステーションぽれぽれ
②子育てステーションはればれ
③子育てステーションぽろぽろ

温水プール無料開放は第1土曜日といつ？
①家族の日
②家庭の日
③親子の日

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　9月20日F（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

２
、
３
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
た

「
春
日
市
制
30
周
年
記
念
事
業
市
民
実

行
委
員
」。
そ
の
委
員
長
を
務
め
て
い

る
の
が
、
佐
伯
幸
子
さ
ん
で
す
。

実
行
委
員
会
に
参
加
し
た
き
っ
か

け
は
市
報
の
記
念
事
業
ス
タ
ッ
フ
募

集
の
記
事
だ
そ
う
で
す
。「
私
と
し
て

は
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
な

と
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
実
際

に
企
画
立
案
や
運
営
の
詳
し
い
内
容

を
聞
い
た
と
き
に
は
、
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
」
と
も
。

佐
伯
さ
ん
は
、
33
年
前
に
引
っ
越

し
て
来
ら
れ
、
市
制
施
行
か
ら
ず
っ

と
春
日
市
を
見
て
き
た
市
民
の
一
人

で
す
。「
春
日
市
は
、
緑
も
多
く
、
と

て
も
住
み
や
す
い
で
す
ね
。
福
祉
も

充
実
し
て
ま
す
し
ね
。
今
後
、
市
と

し
て
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
残
す
べ
き
も
の
は
ち
ゃ

ん
と
残
し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

と
真
剣
な
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。「

こ
の
市
民
参
加
型
の
記
念
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
が
自

分
た
ち
の
街
に
対
し
て
少
し
で
も
関

心
を
も
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
」
と
語
る
佐
伯
さ
ん
は
、
今

ま
で
に
も
選
挙
の
立
会
人
や
「
と
び

う
め
国
体
」
の
物
産
店
手
伝
い
を
買

っ
て
出
る
な
ど
、
市
の
行
事
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
記
念
事
業
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
順
調
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
意
見
も
活
発
に
出
ま
し

た
し
、
案
外
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
き

た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
本
番
ま
で

の
３
か
月
間
が
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
佐
伯
さ
ん
。
や
は
り
委
員
長

と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
か
な
り

あ
る
よ
う
で
す
。

「
今
回
の
記
念
事
業
の
中
に
は
、

商
工
店
会
と
協
力
し
た
り
、
市
外
か

ら
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
企
画
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
よ
り
多
く
の
市
民
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

限
ら
れ
た
予
算
で
す
が
、
実
行
委
員

一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
伯
さ
ん
の
言
葉
に
、
総
勢
40
人

以
上
を
代
表
す
る
市
民
実
行
委
員
長

と
し
て
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

佐
伯

さ

え

き

幸
子

さ

ち

こ

さ
ん

（
泉
）

30周年記念事業
必ず成功させます

Ｋ



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△８月６日、須玖児童センターにて
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●市の人口　１０７，６７２人�
　　　　　（前月比－144人） �

　　女５４，６７０人　男５３，００２人�
●世帯数　　４１，５８４世帯�

●転入　680人　●出生　121人�

●転出　910人　●死亡　  40人�

　　　　　　　　（7月31日現在）�

８月３日、市内24
地区で地区祭りが行
われ、どの地区も盆
踊りはもちろん、子
どもみこしや花火な
ど数々の工夫を凝ら
したプログラムに、
大勢の家族連れが楽
しい夏の夜のひとと
きを過ごしました。
日の出地区では、住民自らが作詞、作曲し、振り付けた「日
の出音頭」のお披露目が。また、８月７日の岡本地区では、豊
作を祈って虫を追い払う伝統行事「どんかん祭り」に約30人の
子どもたちが参加。鐘と太鼓を打ち鳴らしながら地区内を約１
時間練り歩きました。
（広報レポーター　永田

な が た

智恵子
ち え こ

・山脇
やまわき

友子
と も こ

）

春日原地区の親子グループ31人が、８月２日、市野外
活動場の「星の館」で星の観察会を行いました。
活動場入口から夜道を歩いて登ること約25分。全身に汗をかい

て星の館につくと、見上げる星空と見渡す夜景の美しさに、子ど
もたちから「ワー」という歓声があがりました。
館内では、指導員の説明を聞きながら順番に天体望遠鏡をのぞ

くと、太陽光を反射して輝く金星や東の空に三角形を形作る一等
星の数々にまたまた歓声が。
汗してたどりついたあとの感激の連続に、子どもたちは星に対

する関心と興味を一層ふくらませるきっかけとなったようです。
（広報レポーター　鬼塚

おにづか

文子
ふ み こ

）

今年４月に上白水地区から分区した白水ヶ丘地区で、
７月31日、初めての出前トークが行われました。通常出
前トークは地区公民館で行われますが、白水ヶ丘公民館
は現在建設中のため、少し離れた上白水公民館を間借り
しての実施です。
にもかかわらず、この日は20人以上の住民が参加。活
発な意見交換が行われました。
中でも｢ＪＲ博多南駅東口の整備を｣、｢町名整備を早く
して｣、｢白水ヶ丘公民館へ通じる道路の整備を｣といった、
地区住民にとって身近な問題や要望が寄せられ、地区の
運営に力を注ぐ住民の意気込みが感じられました。
井上
いのうえ

市長も｢新しい地区だから、つい力が入りますね｣
と、質問に対する回答にも熱が入り、予定時間を30分以
上超過して終了となりました。
なお、この日のやりとりは、後日文書として、参加者
(希望者のみ)の自宅に郵送されることになっています。

v
「
早
く
見
た
〜
い
」

v
一
つ
ひ
と
つ
の
質
問
に
答
え
る
井

上
市
長

△「日の出音頭」に合わせて踊りも披露

v
岡
本
地
区
ど
ん

か
ん
祭
り




